
 

 

 



 

 

 





 

 





 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



旧 備考 新 

敬愛大学八日市場高等学校通信制生徒会会則 

 

前文 私達敬愛大学八日市場高等学校通信制の課程の生徒は生徒会の活動を規律化し、自治を図る目的をもって、

ここに生徒会の会則を制定する。 

 

第１章 総 則 

（名 称） 

第１条  本会は、これを敬愛大学八日市場高等学校通信制の課程生徒会と称する。 

    （目 的） 

第２条 本会は、敬愛大学八日市場高等学校の建学の精神である「敬天愛人」に基づき自治的活動を通し、高校

教育の目的を実現する資質を体得することを目的とする。 

   （構 成） 

第３条 敬愛大学八日市場高等学校通信制の課程に在籍する生徒全員（聴講生を除く）をもって組織する。 

   （活 動） 

第４条 本会は、前条の目的を達成するために、次の活動を行う。 

（１） 文化・体育的な活動 

（２） その他 

  （会 費） 

第５条 会員は、会費納入の義務を負う。 

   （校⾧の承認） 

第６条 議決された事項は、校⾧の承認を経て、これを行う。 

 

第２章 機 関 

（機 関） 

第７条 本会は、次の機関をおく。 

 １ 生徒総会 会則の変更、予算・決算の承認、役員の承認、その他重要事項を審議する。 

 ２ 評議委員会 役員、評議委員をもって構成し、総会に提出する議案やその他の生徒会活動について審議す

る。 

 ３ ホームルーム会 ホームルーム会員をもって構成し、評議委員会に提出する議案やホームルーム活動につ

いて協議する。 

 ４ 臨時総会 役員会及び評議委員会が必要と認めたとき、開催することが出来る。 

（執行機関） 

第８条 本会は、次の執行機関をおく。 

１ 役員会 役員をもって構成し、年３回以上開催する。 

２ 特別委員会 会⾧が必要と認めた場合に、評議委員会を経て、各種の特別委員会を設置することができる。 

第９条  総会は、年１回会⾧が召集する。 

 会⾧は、その開催を一週間前までに通知する。ただし、臨時総会はこの限りではない。 

第 10 条 総会及び臨時総会は、会員の５分の１（委任状を含む）以上の出席をもって成立する。 

第 11 条 本会のすべての機関は、出席者の過半数（会則の変更は３分の２以上）をもって議事を可決し、可否同

数の場合は議⾧が決定する。また、生徒会のすべての議決は、特別な定めがない限りこれに準ずる。 

第 12 条 総会の議⾧及び副議⾧は、構成員の中から選出する。 

第 13 条 会⾧は、必要に応じ評議委員会を召集することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

敬愛大学八日市場高等学校通信制生徒会会則（案） 

   

前文 私達敬愛大学八日市場高等学校通信制の課程の生徒は生徒会の活動を規律化し、自治を図る目的をもっ

て、ここに生徒会の会則を制定する。 

 

第１章 総 則 

（名 称） 

第１条 本会は、これを敬愛大学八日市場高等学校通信制の課程生徒会と称する。 

    （目 的） 

第２条 本会は、敬愛大学八日市場高等学校の建学の精神である「敬天愛人」に基づき自治的活動を通し、高校教

育の目的を実現する資質を体得することを目的とする。 

   （構 成） 

第３条 敬愛大学八日市場高等学校通信制の課程に在籍する生徒全員（聴講生を除く）をもって組織する。 

   （活 動） 

第４条 本会は、前条の目的を達成するために、次の活動を行う。 

（１） 文化・体育的な活動 

（２） その他 

  （会 費） 

第５条 会員は、会費納入の義務を負う。 

   （校⾧の承認） 

第６条 議決された事項は、校⾧の承認を経て、これを行う。 

 

第２章 機 関 

（機 関） 

第７条 本会は、次の機関をおく。 

 １ 生徒総会 会則の変更、予算・決算の承認、役員の承認、その他重要事項を審議する。 

 ２ 評議委員会 役員、評議委員をもって構成し、総会に提出する議案やその他の生徒会活動について審議す

る。 

 ３ ホームルーム会 ホームルーム会員をもって構成し、評議委員会に提出する議案やホームルーム活動に

ついて協議する。 

 ４ 臨時総会 役員会及び評議委員会が必要と認めたとき、開催することが出来る。 

（執行機関） 

第８条 本会は、次の執行機関をおく。 

１ 役員会 役員をもって構成し、年３回以上開催する。 

２ 特別委員会 会⾧が必要と認めた場合に、評議委員会を経て、各種の特別委員会を設置することができる。 

第９条  総会は、年１回会⾧が召集する。 

 会⾧は、その開催を一週間前までに通知する。ただし、臨時総会はこの限りではない。 

第 10 条 総会及び臨時総会は、会員の５分の１（委任状を含む）以上の出席をもって成立する。 

第 11 条 本会のすべての機関は、出席者の過半数（会則の変更は３分の２以上）をもって議事を可決し、可否同数

の場合は議⾧が決定する。また、生徒会のすべての議決は、特別な定めがない限りこれに準ずる。 

第 12 条 総会の議⾧及び副議⾧は、構成員の中から選出する。 

第 13 条 会⾧は、必要に応じ評議委員会を召集することができる。 



第 14 条 評議委員会は、全評議委員の３分の２の出席で成立する。 

第 15 条 議⾧及び副議⾧は会⾧、副会⾧が兼ねることができる。 

 

第３章 評議委員及び役員 

    （評 議 委 員） 

第 16 条 評議委員は、ホームルーム会より２～３名程度選出し、ホームルーム会の運営にあたる。 

    （役 員 等） 

第 17 条 本会に、次の役員をおく。 

（１）会 ⾧       １名 

（２）副会⾧       ２名 

（３）書 記       ２名 

（４）会 計       ２名 

第 18 条 役員は、選挙により選出し、任期は１年とする。 

第 19 条 役員選出により欠員となった評議委員は、ホームルーム会より補充する。 

第 20 条 会⾧は、本会を代表し、その運営にあたる。 

第 21 条 副会⾧は、会⾧を補佐し、会⾧不在のときは、その代理を務める。 

第 22 条 書記は、本会の庶務を担当する。総会、役員会、評議委員会の議事録の作成・管理・広報等を行う。 

第 23 条 会計は、本会の会計を担当する。 

     （会計監査） 

第 24 条 本会に２名の会計監査をおく。 

第 25 条 会計監査は、会員の中から２名を選出し、本会の会計に関する監査を行う。 

 

第４章 ホームルーム会  

    （ホームルーム会） 

第 26 条  ホームルーム会は、ホームルーム全員によって構成され、各ホームルームの意志を決定する。 

第 27 条 ホームルーム会は、評議委員、常任委員を選出する。 

 

第５章 顧 問 

    （顧 問） 

第 28 条 本会には顧問教諭を校⾧の委嘱のもと若干名おく。 

第 29 条 顧問は、各会に出席し、助言を与えることができる。 

 

第６章 選挙権及び役員の承認 

 

 

    （選 挙 権） 

第 30 条  会員は、本会役員の選挙権及び被選挙権を有する。 

   （役員の承認） 

第 31 条  役員の承認は、総会において行われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変更 

 

 

 

 

 

 

変更 

追加 

 

 

 

 

削除 

 

追加 

 

 

第 14 条 評議委員会は、全評議委員の３分の２の出席で成立する。 

第 15 条 議⾧及び副議⾧は会⾧、副会⾧が兼ねることができる。 

 

第３章 評議委員及び役員 

    （評 議 委 員） 

第 16 条 評議委員は、ホームルーム会より２名選出し、ホームルーム会の運営にあたる。 

    （役 員 等） 

第 17 条 本会に、次の役員をおく。 

（１）会⾧ １名 

（２）副会⾧ ２名 

（３）書記 ２名 

（４）会計 ２名 

第 18 条 役員は、選挙で選出し、任期は１年とする。 

第 19 条 役員選出により欠員となった評議委員は、ホームルーム会より補充する。 

第 20 条 会⾧は、本会を代表し、その運営にあたる。 

第 21 条 副会⾧は、会⾧を補佐し、会⾧不在のときは、その代理を務める。 

第 22 条 書記は、本会の庶務を担当する。総会、役員会、評議委員会の議事録の作成・管理・広報等を行う。 

第 23 条 会計は、本会の会計を担当する。 

     （会計監査） 

第 24 条 本会に２名の会計監査をおく。 

第 25 条 会計監査は、会員の中から２名を選出し、本会の会計に関する監査を行う。 

 

第４章 ホームルーム会  

    （ホームルーム会） 

第 26 条 ホームルーム会は、ホームルーム全員によって構成され、各ホームルームの意志を決定する。 

第 27 条 ホームルーム会は、評議委員を選出する。 

 

第５章 顧 問 

    （顧 問） 

第 28 条 本会には顧問教諭を校⾧の委嘱のもと若干名おく。 

第 29 条 顧問は、各会に出席し、助言を与えることができる。 

 

第６章 選挙規定 

（選挙管理委員会） 

第 30 条 選挙管理委員会は、各学年より２名を選出し、生徒会役員選挙の管理、運営にあたる。 

第 31 条 選挙管理委員は、生徒会役員に立候補することが出来ない。 

    （選 挙 権） 

第 32 条 会員は、本会役員の選挙権及び被選挙権を有する。 

 

 

   （投 票 権） 

第 33 条 投票権は全会員が有する。 

   （投 票） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第７章 会 計 

  （会 計） 

第 32 条 本会の会計は、会費、その他の収入をもってあてる。 

第 33 条  本会の会費は、月額３００円とし、入学時及び各年度の初めに一括して納入する。 

第 34 条 会計年度は、４月１日より翌年３月３１日迄とする。 

 

第８章 慶弔規定 

  （慶弔規定） 

第 35 条 会員の死亡の場合、5,000 円を贈り弔意を表す。 

第 36 条 会員に災難（火災）があった時は、3,000 円の見舞金を贈る。 

第 37 条 職員が転退職したときは、花束を贈る。 

 

第９章 改 正 

  （改 正） 

第 38 条  会則の改正は、生徒総会の３分の２以上の賛成を得なければならない。 

第 39 条  改正の原案は、評議委員会が作成する。 

 

第１０章 附 則 

  （施 行） 

第 40 条  本会会則は、平成２６年４月１日より施行する。 

２    本会会則は、平成２８年４月１日より施行する。 

追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

削除 

 

変更 

第 34 条 投票は全て選挙管理委員会が定めた場所において行う。 

第 35 条 投票の形式は、その都度選挙管理委員会にて定める。 

（開 票） 

第 36 条 開票は選挙管理委員会の定められた場所に於いて行う。 

第 37 条 開票は投票締め切り後直ちに行うことを原則とする。 

第 38 条 開票は選挙管理委員会が開票する。 

第 39 条 開票の結果はすみやかに全会員に知らせる。 

（当 選） 

第 40 条 最高投票数をもって当選者とする。また立候補者が既定の人数と同数の場合、２分の１以上の信任をもっ

て決定とする。 

（選 挙 違 反） 

第 41 条 選挙に関し次に該当するものは違反にする。 

 １.署名の強要 

 ２.個人訪問 

 ３.他の立候補者への妨害 

 

第７章 会 計 

  （会 計） 

第 42 条 本会の会計は、会費、その他の収入をもってあてる。 

第 43 条 本会の会費は、月額３００円とし、入学時及び各年度の初めに一括して納入する。 

第 44 条 会計年度は、４月１日より翌年３月３１日迄とする。 

 

第８章 慶弔規定 

  （慶弔規定） 

第 45 条 会員の死亡の場合、5,000 円を贈り弔意を表す。 

第 46 条 会員に災難（火災）があった時は、3,000 円の見舞金を贈る。 

第 47 条 職員が転退職したときは、花束を贈る。 

 

第９章 改 正 

  （改 正） 

第 48 条 会則の改正は、生徒総会の３分の２以上の賛成を得なければならない。 

 

 

附 則 

  （施 行） 

１ 本会会則は、平成２６年４月１日より施行する。 

２ 本会会則は、平成２８年４月１日より施行する 
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